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公益財団法人大学基準協会事例報告会 2024.6.24

内部質保証の事例報告
岐阜市立女子短期大学
自己評価委員会 作業部会⾧ 道家 晶子

本学の概要
設置者 ：岐阜市(1946年設置 前身:岐阜女子専門学校)

学科数 ：３学科(国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 健康栄養 デザイン環境）

学生数 ： 322名(R6.5.1現在)※定員400名

教員数 ： 32名(R6.5.1現在)
職員数 ： 22名(一般職員11 会計年度任用職員11) (R6.5.1現在)

運営経費：639,944千円(R4年度決算)



２

2016年 ・認証評価審査(前回)

2020年 ・定員割れ

・岐女短ビジョン

2021年 ・学⾧交代

2022年 ・SPARC事業採択

2023年 ・学科改編

・認証評価審査(今回)

2024年 ・大学等連携推進法人

本学の概要 その１

これまでの本学の主な出来事は



３

岐女短ビジョン(短期～⾧期の運営構想)の背景
・少子化、社会ニーズの変化

・定員割れの対応、公立大学の役割

・ガバナンスの強化(スピード、スマート、クリア)

本学の概要 その２

岐女短ビジョンと認証評価の指摘

認証評価(前回)の指摘
・学内の各実施機関の役割があいまい

・内部質保証が機能する体制の構築を

・教育研究を魅力UPしていく
・持続する改善の仕組みをつくる



岐女短ビジョン その１

学科改編 ４学科から３学科へ

４

新たな教育目標
社会において、一人ひとりが、生きたいと思う人生を描き、

実現するため「多様な価値観を許容する力」「自分、身近な人、
地域にとって何が必要かを考え、新たな価値を見出す力」
「共感と協調に基づく人間力」を涵養する教育を行う。

入学定員Ｒ５～入学定員～Ｒ４
50人英語英文

90人国際コミュニケーション60人国際文化
50人健康栄養60人食物栄養
60人デザイン環境60人生活デザイン
200人３学科230人４学科



５

岐女短ビジョン その２

学科･領域を超えた自由な学び
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現代社会 領域

文化交流 領域

英語 領域

東アジア言語 領域

医療･福祉 領域
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ファッション 領域
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ビジュアル･情報 領域
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６

岐女短ビジョン その３

大学等連携推進法人での学び

推進組織①【大学等連携推進法人】
※大学連携により地域活性化に貢献する知的基盤の確立を目指す

国際コミュニケーション学科
健康栄養学科
デザイン環境学科

中部学院大学

岐阜大学

岐阜市立
女子短期大学

人間福祉学部
スポーツ健康科学部

地域共生学P ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ・地域課題解決P

本
学
参
画

金学官産

地域ラボ
実践的フィールド拠点
・岐阜市
・中津川市
・高山市
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社会システム経営学環
創発×地域実装P

推進組織②【地域連携プラットフォーム(PF)】
※地域が求める人材育成への貢献を目指す

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌ科目 数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ科目
地域課題解決PBL科目 その他教養科目

ニーズに応じた
教育の要請 地域課題解決

に資する教育

評

価

教育プログラム
検討委員会

『岐阜県が抱える課題例』
・生産年齢人口減少に伴う担い手不足
・新規産業の創出
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連携
開設科目

短期的改革加速
・岐阜学(地域課題解決P)
・データサイエンス(DS)
・連携開設科目
で内容高度化

CeNCERの充実
・地域ラボとの連携
・大学間連携の継続化
・リカレント教育の連携

教職員の能力向上
・共同研修
・教職員の交流機会の増

編入学の体制
・短大→大学の新たな学び
・高大接続事業

教育・研究
地域貢献の魅力UPへ



７

岐女短ビジョン その４

学内ガバナンスの体制
岐阜市⾧

副市⾧

副学⾧ 附属図書館⾧ 事務局⾧ 地域連携センター⾧全学運営組織

将来構想委員会

自己評価委員会
ハラスメント防止委員会

研究倫理審査委員会

授業料等減免委員会

科学研究委員会
運営委員会

総務管理課

教員人事委員会 専門委員会
総務委員会 教務委員会 進路支援委員会
入試委員会 厚生委員会 広報委員会

審議委員会

教員選考委員会

学⾧
執行部会議

特任部会(学⾧補佐)

庶務会計係
教務学生係
企画係

学科組織

学科会議
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

健康栄養学科

デザイン環境学科

学科会議

学科会議教授会

運営委員会学内組織

意思決定の
迅速化
透明性

DSセンター⾧
運営委員会

薬科大学
看護専門学校
商業高校

市議会

監査委員

外部委員4人
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内部質保証の基本情報 その１

内部質保証体制のイメージ

図1 内部質保証体制の概念図
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内部質保証の基本情報 その２

内部質保証推進組織の役割

図2 内部質保証推進の手続きフロー
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・改善指示の交付
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内部質保証の基本情報 その３

教職員の理解と参画への後押し

意識改革
・目的の共有
・職責の認識と分担

環境整備
・会議時間の制限
・学内運営の加点制度
・自己評価委員会の自律
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内部質保証の基本情報 その４

自己点検活動の成果

ツールの充実

・学生アンケート(入学、授業、卒業時)

・学生相談(オフィスアワー、投書箱)

・CAP制、GPA評価

・年次報告の公表(自己点検、教員活動)

・学修ポートフォリオ(本学独自版)

・学内規程の見直し(服務、人事）



１２

内部質保証の取組み その１

自己評価等報告書の背景

仕組みの背景
・自己評価委員会が教授会の専門部会扱い
・「～した」「～する」の記述が散乱

・自己評価委員会の役割があいまい

教授会

(専門部会)
・自己評価委員会(自己評価等報告書)

・その他の学内委員会(年次計画書･実績書)

・学科(年次計画書･実績書)
・その他の実施機関(年次計画書･実績書)

(報告)

図3 これまでの自己評価等報告のフロー

(報告)

(報告)



１３

内部質保証の取組み その２

自己評価等報告書の改善

仕組みの改善
・自己評価委員会を独立化
・「～したので」「～するため」の記述を指示

・自己評価委員会の権限(助言)強化

教授会

(専門部会)
・その他の学内委員会(自己評価等報告書)

・学科(自己評価等報告書)
・その他の実施機関(自己評価等報告書)

(報告/助言)

図4 改善した自己評価等報告書のフロー

自己評価委員会
(報告)
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内部質保証の取組み その３

自己評価等報告書の様式
自己評価等報告書 自己評価等報告書に関する助言

① 3つのポリシー又は使命を記載

②①の現状を記載

③評価年度の重点目標を記載

④③の達成状況を記載

⑤④の改善事項、成果を記載

⑥根拠資料を記載

⑦次年度の課題と対策を記載

⑧次年度の重点目標を記載

⑨⑧の方策を記載

①各項目に対する助言を記載



１５

内部質保証の取組み その４

自己評価等報告書の事例

学科

学科

学科

・報告書の内容が不十分と判断

・シラバスの列記、教員間の検討
はしているが、学生目線が不十分

学⾧方針教務委員会

・学修ポートフォリオの開発

学⾧へ報告

助言

助言

自己評価委員会実施機関(学科)

自己評価報告書を提出
します

報告書に追記しました

学修ポートフォリオの
試行を開始しました

カリキュラム･ポリシーを保証
する取組みを報告してください

学修ポートフォリオを保証ツー
ルとして活用してください



１６

内部質保証の取組み その５

自己評価等報告書の効果

様式の統一(箇条書き、枚数制限)
・簡潔な記述による課題の把握
・点検作業の時間短縮
・情報開示のしやすさ

自己評価委員会の独立化(教授会と同格)
・実施機関への助言事項の明確化
・委員の自己研鑽

・評価指標(基準)の設定、改善意識



１７

内部質保証の取組み その６

学修ポートフォリオの背景

仕組みの背景
・主体的な学修へ誘導したい
・休学者、退学者を減らしたい
・教員(授業)と学生のギャップをなくしたい

仕組みの制限
・経費、情報システムに期待しない
・教員、学生の双方に負担を強いらない

・簡易な独自ポートフォリオの開発



１８

内部質保証の取組み その７

学修ポートフォリオの仕組み

・Excel、項目の選別、面談必須

図5 学修ポートフォリオのExcelフォーム



１９

内部質保証の取組み その８

学修ポートフォリオの様式
成績入力シート目標と計画設定シート

①卒業時の学修目標を記載

② 1年前期終了後の目標を記載

③ 1年後期終了時の目標を記載

④ 2年前期終了時の目標を記載

⑤ 2年後期終了時の目標を記載

⑥学修以外の目標を記載

①成績を記載

② GPAを記載



２０

内部質保証の取組み その９

学修ポートフォリオの様式
自己採点シート(学修習慣･生活･進路)自己採点シート(学修成果)

① 5点満点の自己採点を記載

②課外活動を記載

③資格取得を記載

①達成成果を記載

②反省点を記載

③相談、悩みを記載

④今学期の目標を記載

15の能力 10の習慣



２１

内部質保証の取組み その１０

学修ポートフォリオの効果

比率学科目標を理解できたか

55%できた

39%まあまあできた

5%あまりできなかった

0%できなかった

比率自身の目標設定に役立ったか

49%役だった

42%まあまあ役立った

8%あまり役立たなかった

2%役だたなかった

自由意見
（肯定的意見）
・アドバイザー教員と定期に話すこと

ができてよかった。
・自分に合ったアドバイスをもらえた。

・目的の理解不足、面談の質向上

（否定的意見）
・無駄話が多かった。
・一方的な質問の時間が多かった。
・話が淡々と終わった。

学修ポートフォリオに対する学生アンケート(抜粋)



２２

今後の展望 その１

認証評価(今回)の指摘

教育課程
・教育課程の実施に関する全体の基本的な考え方

を示していない。

学生の受け入れ
・定員管理を徹底するよう是正されたい。

学生支援
・学修ポートフォリオを通じた教育の充実

に期待したい。

・教育研究の魅力を追求



２３

今後の展望 その２

内部質保証のツール検討

挑戦していきたいことは、

・教員ポートフォリオ
内部質保証の目的を共有していくために、
個々のPDCAを透明化していく必要がある。

・授業ピアレビュー
個々のPDCAを客観的に機能させていくために、
教員間のコミュニケーションの場が必要である。

・学⾧と学生の意見交換会
内部質保証の適正化を確認するため、
学生の自由意見から課題を見つけることが必要である。



２４

今後の展望 その３

持続可能な点検評価

・PDCAとOODAの併用

・属人化と組織化の接続

・短期大学評価基準の再点検
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ご清聴ありがとうございました。

おわりに その１

新たな学びに挑戦する岐女短
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おわりに その2

ぎふ⾧良川の鵜飼5/11～10/15

1300年の歴史と伝統を
お楽しみください

岐阜観光コンベンション
協会インスタ

鵜飼ホームページ

岐阜の夜景インスタ


